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自然が奏でる子守唄の里　五木村
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　このほど平成 23 年度の熊本県社会福祉功労者及び団体等
表彰にあたり、高松一郎さん（八原）と田山幸子さん（頭地）
が県知事から表彰されました。高松さんは、16 年以上にわた
り村内身体障害者相談員として、田山さんは、15 年以上にわ
たり民生委員・児童委員として、それぞれ地域の社会福祉活
動に貢献されてきたことが認められたものです。なお、田山
さんは平成 22 年 11 月 30 日には、厚生労働大臣から感謝状
も授与されております。おめでとうございました。

人の動き（３月末現在） 戸籍の窓口
人　口・・・1,308人
世帯数・・・538世帯

※２月20日～４月19日届出分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・２面
・・・・・・・・・・・・・４面
・・・・・・・・・・・・６面

・・・・・・・・・・・・・・・・・８面
・・・・・・・・・・・・11面

村長施政方針
熊本県知事選挙投票結果
役場職員等異動のお知らせ
消防団入退団式
第４回新緑祭りのお知らせ

高松一郎さん、田山幸子さんが
　県知事表彰を受けました

祝

　４月９日（火）五木東小学校、４月
10日（水）五木中学校にて入学式が
行われました。今年は五木東小学校
には男子３名、女子１名の計４名、五
木中学校には、男子５名、女子５名の
計 10名が入学し、学校の先生、児童・
生徒、保護者らが、新入生たちの新た
な門出を祝福しました。

2012.5（平成24年）
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TopicsTopicsTopics

　松尾野の石川シヅカさんが、４月 20 日、めでたく 100 歳を迎えられました。和田村長
からの「100 歳おめでとうございます。これからも益々お元気で長生きしてください」と
の言葉に「ありがとうございます」と元気に笑顔で答えていらっしゃいました。 
　石川さんは、明治 45 年４月 20 に松尾野でお生まれになり、８年前に 98 歳で他界され
た夫の時雄さんとの間に２男６女をもうけられ、お孫さんは 16人いらっしゃるそうです。

石川シヅカさん　　百寿祝

TopicsTopicsTopics

　村が再生可能エネルギーとして開発を検討している小水力発電事
業について、このたび役場前せせらぎ水路に実証実験設備を整備し、
４月より稼働することとなりました。この設備で使用している水車
は、小水力発電の第一人者である崇城大学の逸見教授が制作したも
ので、現在、駐車場の照明（５ワット３基）に利用しています。小
水力発電は、年間を通して安定した発電・電力供給が得られるため、
急峻な山岳地帯に位置する本村の地域特性を活かすエネルギーとし
て、今後の本格的な活用・運用が期待されます。

役場前せせらぎ水路に
小水力発電機を設置しました

TopicsTopicsTopics

　４月頃より、八重地区の国道 445 号沿い・
国道対岸沿いに栽培されている菜の花が満開
となりました。あたり一面黄色い絨毯を敷き
詰めたように広がっている菜の花は、観賞用
として道行く人の目を楽しませてくれるのみ
ならず、土地の肥料代替効果もあるとされ、
村内でも広く栽培がおこなわれています。

●
出　

生
●
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

３
月
８
日

竹
村　

心
吾
（
た
け
む
ら　

し
ん
ご
）

　

文
秀
（
親
名
）
西
谷

◆
お
く
や
み
◆

２
月
23
日　

東　
　

繁
年 

（
63
才
）　

竹
の
川

３
月
２
日　

西
村　

ヨ
ブ 

（
93
才
）　

西
谷

３
月
15
日　

椎
葉　

宗
信 

（
84
才
）　

梶
原

３
月
22
日　

早
田　

定
雄 

（
76
才
）　

下
平
瀬

３
月
30
日　

森
山　

龍
三 

（
60
才
）　

高
野

４
月
２
日　

岩
本　

保　

 

（
98
才
）　

栗
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

ご入学おめでとうございますご入学おめでとうございますご入学おめでとうございます

八重地区の菜の花が
満開となりました！
八重地区の菜の花が
満開となりました！
八重地区の菜の花が
満開となりました！

お祝いにかけつけたお子様方と

TopicsTopicsTopics
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今
年
は
梅
や
桜
の
開
花
が
遅
れ
、
春

の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
く
思
え
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
本
来
の
季
節
を
迎
え
た
よ
う

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
村
の
再
生
再

建
の
初
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
６
月
26
日
、
国
・
県
・
村
の
三

者
に
て
五
木
村
の
再
生
再
建
に
つ
い
て
一

定
の
合
意
を
致
し
ま
し
た
。
そ
の
骨
子

は
、「
国
は
現
行
法
で
可
能
な
支
援
を

行
う
、
県
は
人
的
支
援
も
含
め
て
可
能

な
支
援
を
行
い
、
再
生
再
建
に
必
要
な

50
億
円
の
財
政
支
援
を
行
う
、
村
は
振

興
計
画
に
基
づ
き
計
画
を
実
施
す
る
」

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
実
施
は

24
年
度
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

24
年
度
予
算
は
３
月
定
例
議
会
に
お

き
ま
し
て
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
議
会
か
ら
は

執
行
に
あ
た
っ
て
の
指
摘
や
助
言
を
頂

い
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

効
果
の
あ
る
執
行
に
努
め
ま
す
。

　

24
年
度
の
主
要
な
事
業
は
次
の
と

お
り
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
予
算
規

模
は
昨
年
度
に
比
べ
５
億
円
余
り
の

増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

基
盤
整
備
関
係
で
は
、
村
道
改
良
事

業
で
九
折
瀬
線
、
葛
の
八
重
線
、
鶴
線
、

白
滝
線
、
折
立
線
を
施
工
し
、
落
石
防

護
で
白
岩
戸
線
、
林
道
開
設
で
は
八
重

線
、
作
業
道
の
開
設
等
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
竹
の
川
か
ら
上
流
域
の
洪
水
対

策
に
つ
い
て
は
県
の
施
工
に
て
当
面
の
対

策
を
実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
村
に

お
い
て
も
河
床
の
変
化
や
危
険
域
の
把

握
の
た
め
調
査
を
実
施
致
す
こ
と
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

村
道
等
に
お
い
て
舗
装
路
面
の
陥
没

等
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
修

繕
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
施
工
以
外
で
は
、
県
道
宮
原
五
木

線
頭
地
大
橋
架
橋
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
、
来
年
の
春
に
は
通
行
可
能
と

な
り
ま
す
。
今
後
は
左
岸
・
右
岸
の
橋

詰
や
安
全
施
設
の
施
工
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
頭
地
大
橋
の
竣
工

に
伴
い
、
本
年
度
内
に
開
通
式
等
を
実

施
し
た
く
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

ま
す
。

　

国
道
４
４
５
号
で
は
九
折
瀬
地
区
並

び
に
宮
園
地
区
改
良
を
県
施
工
に
て
計

画
し
て
お
り
、
早
期
に
着
手
完
了
出
来

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
洪
水
被
害
が
想
定
さ
れ
ま

す
竹
の
川
地
区
か
ら
宮
園
ま
で
の
河
川

工
事
に
つい
て
、
す
で
に
そ
の一部
は
着
工

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
早
期
に
完
成
出

来
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

国
交
省
で
は
頭
地
大
橋
の
ほ
か
、
元

井
谷
か
ら
の
導
水
工
事
、
坊
主
山
カ
ッ
ト

に
伴
う
高
野
農
地
造
成
工
事
、
水
没
予

定
地
区
の
活
用
に
伴
う
整
備
、
砂
防
事

業
等
の
実
施
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
中
学
生
ま
で
の

医
療
無
料
化
や
学
校
給
食
食
材
支
給
、

保
育
料
軽
減
、
修
学
旅
行
助
成
金
、
通

勤
助
成
金
等
々
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

　

定
住
促
進
で
は
、
村
営
住
宅
家
賃
軽

減
奨
励
金
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用
の
交
通

体
系
整
備
事
業
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
助
成

等
に
加
え
、
新
た
に
村
内
移
住
相
談
員

事
業
、
集
落
内
道
路
等
整
備
助
成
金
、

心
肺
停
止
時
の
蘇
生
器
具
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
設
置
事
業
、
既
設
飲
料
水
供
給
施
設

改
修
設
計
事
業
等
を
計
画
致
し
て
お
り

ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
で
は
、
げ
ん
ぞ
う
会
や

敬
老
式
典
の
開
催
、
高
齢
者
給
食
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
老
人
会
活
動
助
成
金
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
費
補
助
、
高

齢
者
生
き
が
い
活
性
化
助
成
金
等
々
に

加
え
、
新
た
に
電
動
カ
ー
ト
貸
出
事
業
、

緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業
等
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
小
規
模
多
機
能

型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
４
月
か
ら

24
年
度
主
要
施
策
に
つ
い
て

民
間
に
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
社
会
福

祉
協
議
会
で
も
土
日
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

致
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

活
性
化
対
策
で
は
、
最
初
に
国
、
県
、

村
の
三
者
合
意
に
基
づ
き
暫
定
的
に
利

活
用
す
る
こ
と
に
な
って
い
る
水
没
予
定

地
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ダ
ム
建
設
事

業
は
推
進
さ
れ
る
も
の
と
の
認
識
で
あ

り
ま
す
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
早
急
に

水
没
す
る
見
込
み
が
な
い
た
め
、
暫
定

的
に
利
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
利
活
用
が
村

の
活
性
化
に
寄
与
出
来
る
か
検
討
を
加

え
る
た
め
、
調
査
や
測
量
等
と
施
設
整

備
の
検
討
を
致
す
計
画
で
あ
り
、
所
要

の
経
費
を
計
上
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
五
木
産
物
の
特
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ソ
バ
の
買
取
、
キ

ノ
コ
園
開
設
の
準
備
、
商
品
開
発
や
商

品
特
産
の
掘
り
起
こ
し
事
業
に
つい
て
第

三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
子
守
唄
の
里
五

木
」
に
対
す
る
助
成
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
農
林
業
の
振
興
で
あ
り
ま
す

が
、
鳥
獣
被
害
防
止
に
係
る
助
成
を
始

め
各
種
の
事
業
に
対
す
る
助
成
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
村
有
林
に
つい
て
は
主

伐
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
経
営
計

画
を
策
定
し
、
雇
用
の
増
大
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
循
環
型
の
経
営
を
進
め
ま

す
。

　

ま
た
、
商
工
業
で
は
商
工
振
興
助
成

や
特
産
品
開
発
支
援
助
成
、
地
域
振
興

券
発
行
助
成
（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
）、
商
品
販
売
促
進
事
業
委
託
等
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

観
光
で
は
、
引
き
続
き
観
光
入
り
込

み
の
増
大
を
図
り
、
体
験
型
観
光
や
Ｐ

Ｒ
事
業
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
観
光

協
会
への
助
成
、
不
足
し
て
い
る
観
光
案

内
サ
イ
ン
や
観
光
整
備
事
業
の
推
進
事

業
等
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

季
節
限
定
観
光
バス
「
いつ
き
ち
ゃ
ん
号
」

は
昨
年
ま
で
県
の
事
業
で
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
村
の
事
業
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
温
泉
館
・
交
流
館
に
お
い
て

空
調
施
設
の
更
新
と
温
泉
湯
温
の
安
定

化
の
た
め
機
器
改
修
も
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招

へい
す
る
経
費
や
小
水
力
発
電
流
量
調

査
、
宮
園
地
域
の
整
備
設
計
、
旧
北
小

学
校
周
辺
整
備
工
事
、
地
域
づ
く
り
活

動
支
援
事
業
、
中
小
企
業
人
材
育
成
支

援
事
業
、
雇
用
維
持
奨
励
金
、
集
落
活

動
支
援
助
成
金
等
々
の
経
費
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
事
業
を
予
定
致

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
役
場
各
課
や
張
り
付
け
職
員
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

24
年
度
は
再
生
再
建
の
初
年
度
で
あ

り
、
五
木
村
の
振
興
は
待
っ
た
な
し
の
状

態
で
あ
る
こ
と
か
ら
思
い
切
っ
た
事
業
を

計
画
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
や
県
、
あ
る
い
は
村
の
状
況
か
ら

計
画
の
変
更
や
追
加
、
あ
る
い
は
中
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
も
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
五
木
村
の
振
興
に
足
踏
み

が
な
い
よ
う
と
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
多
く
の
事
業
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
執
行
体
制
の
充
実

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
１
月
か
ら
任

期
付
職
員
を
２
名
採
用
し
、
新
規
採
用

１
名
、
建
設
事
業
の
増
加
に
よ
り
国
交

省
か
ら
技
術
職
１
名
の
出
向
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
。
な
お
、
県
の
協
力
に
よ

り
ま
す
県
職
員
の
出
向
や
駐
在
は
今
ま

で
通
り
で
あ
り
ま
す
。

五
木
村
長　

和
田　

拓
也

完成が待たれる頭地大橋

観光ＰＲ・観光客増をねらって運行開始となった「いつきちゃん号」

平成24年度　施政方針特集
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くまモンキャラバン in 人吉

熊本県知事選挙投票日
清き一票、ありがとうございました

高塚山ボランティア清掃登山

春の全国交通安全タッチ運動
正しい交通ルールとマナーの実践を

小規模多機能ホーム「五木の友」開所式
旧北小が高齢者福祉拠点施設として再始動

春季ゲートボール大会 九州電力ファミリークラシックコンサート
３
月
10
日
（
土
）、
人
吉
ス
ポ
ー

ツ
パ
レ
ス
大
ア
リ
ー
ナ
で
、

「
く
ま
モ
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン 

in 

人
吉
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
く
ま
モ
ン
が
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
１

で
全
国
１
位
に
輝
い
た
こ
と
を
記
念

し
て
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
各
市

町
村
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
○
×
ク
イ
ズ
、

み
ん
な
で
く
ま
モ
ン
体
操
、
写
真
撮

影
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
人
も
子
供

も
熱
心
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
は
、
く
ま
モ

ン
以
外
に
は
、
五
木
村
の
「
い
つ
き

ち
ゃ
ん
」を
は
じ
め
、人
吉
市
の「
ヒ
ッ

ト
君
」、
錦
町
の
「
錦
太
郎
」、
球
磨

村
の
「
球
磨
ン
太
郎
」、
鞠
智
城
の

「
こ
ろ
う
君
」、菊
陽
町
の
「
キ
ャ
ロ
ッ

ピ
ー
」、西
米
良
村
（
宮
崎
県
）
の
「
カ

リ
コ
ボ
ー
ズ
の
ホ
イ
ホ
イ
君
」
な
ど

が
登
場
し
会
場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。

　

く
ま
モ
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
人
吉

市
の
他
に
も
、
上
天
草
市
、
高
森

町
、
美
里
町
な
ど
で
も
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

４
月
６
日
（
金
）、
朝
の
通
勤

時
間
帯（
午
前
７
時
〜
８
時
）

に
合
わ
せ
て
、
国
道
４
４
５
号
道

の
駅
周
辺
で
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
の
周
知
と
啓
発
物
の
配
布

（
タ
ッ
チ
運
動
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

タ
ッ
チ
運
動
に
は
、
交
通
指
導

員
、
交
通
安
全
母
の
会
、
安
全
運

転
管
理
者
等
協
議
会
五
木
支
部
、

学
校
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
20
名
が

参
加
。
五
木
駐
在
所
の
口
元
巡
査

長
に
よ
り
車
両
の
停
車
が
行
わ
れ

る
と
、
タ
ッ
チ
運
動
参
加
者
た
ち

は
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
啓
発
物
を
配
っ

て
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
期
間
中
は
、
タ
ッ
チ
運
動

の
ほ
か
、
交
通
指
導
員
・
役
場
職

員
ら
に
よ
る
国
道
４
４
５
号
沿
い

で
の
街
頭
立
哨
活
動
、
村
内
自
主

放
送
や
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
利
用
し

て
の
周
知
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
・
歩
行
者
の
方
は

交
通
安
全
期
間
に
限
ら
ず
、
日
頃

よ
り
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
実
践
し
て
、

事
故
を
未
然

に
防
ぐ
よ
う

に
心
が
け
て

い
き
ま
し
ょ

う
。

村
老
連
主
催
に
よ
る

春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
、
４
月
８
日

（
日
）、
東
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１
位　

鶴
亀
老
人
ク
ラ
ブ
Ａ

２
位　

鶴
亀
老
人
ク
ラ
ブ
Ｂ

３
位　

天
狗
岩
老
人
ク
ラ
ブ
Ａ

３月25日（日）に村内 9箇所の投票所で行われ
ました。村内での投票結果は次のとおりです。

平成 24年 3月 25日執行　熊本県知事選挙　投開票結果
選挙人名簿
登録者数

選挙当日
有権者数 投票者数 棄権者数 投票率

男 546 532 357 175 67.11
女 628 616 415 201 67.37
計 1,174 1,148 772 376 67.25

　　　（届出順）
立候補者名 得票数

１ 久保山　啓　介 ８６
２ 蒲　島　郁　夫 ６５７
小計 ７４３
無効票 ２９
合計 ７７２

九
州
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
3
月

20
日
（
火
）、
五
木
中
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
電
力
熊

本
支
社
で
は
、
平
成
16
年
か
ら
、
生

の
演
奏
に
接
す
る
機
会
の
少
な
い
市

町
村
を
対
象
に
、
こ
う
し
た
企
画
に

取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
今
回
五
木

村
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
五
木
東

小
児
童
、
五
木
中
生
徒
に
よ
る
合
唱

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
九
州
交
響

楽
団
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
ア

イ
ネ
・
ク
ラ
イ
ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー

ク
」、
ヴ
ィ
バ
ル
デ
ィ
の
「
四
季
よ

り
「
春
」」
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名

曲
や
、
坂
本
九
の
「
見
上
げ
て
ご
ら

ん
夜
の
星
を
」、
葉
加
瀬
太
郎
の
「
情

熱
大
陸
」
な
ど
の
お
馴
染
み
の
日
本

の
曲
な
ど
も
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
の
演
奏
に
、
児
童
、
生
徒
、

保
護
者
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
は
と

て
も
感
激
し
て
お
り
ま
し
た
。
素
敵

な
演
奏
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

４
月
15
日
（
日
）、
熊
本
県
勤
労
者
山
岳

連
盟
（
熊
本
市
）
主
催
に
よ
る
「
高

塚
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
登
山
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
役
場
前
に
、
熊
本
市
、

人
吉
市
、
天
草
市
、
久
留
米
市
な
ど
か
ら

来
た
登
山
愛
好
家
ら
お
よ
そ
40
名
の
他
、

五
木
村
観
光
協
会
ス
タ
ッ
フ
、
五
木
村
住

民
の
方
な
ど
本
村
か
ら
８
名
が
集
合
し
高

塚
山
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

登
山
道
入
口
か
ら
約
40
分
ほ
ど
か
け
て
展

望
所
に
到
着
し
、
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な
が

ら
昼
食
を
と
っ
た
後
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な
が

ら
下
山
し
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
は
登

山
道
入
口
前
駐
車
場
に
停
め
て
あ
っ
た
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
か
ら
役
場
前
で
お
ろ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
役
場
に
戻
る
前
に
登
山
道
入

口
前
で
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
黒
木
晴
代
さ
ん

（
上
平
野
）
が
自
身
の
出
身
地
で
あ
る
山
鹿

の
民
謡
、
淀
川
つ
る
よ
さ
ん
（
鶴
）
が
正
調

五
木
の
子
守
唄
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
高
塚
山
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
さ
れ
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
登
山
さ
れ
る
際
は
、
自
分
の

出
し
た
ゴ
ミ
は
ち
ゃ
ん
と
持
ち
帰
る
よ
う
、

引
き
続
き
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

昨
年
春
に
閉
校
し
た
旧
五
木
北
小
の
１
階
部

分
を
改
修
し
た
、
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

「
五
木
の
友
」
の
改
修
工
事
落
成
及
び
開
所
式
が

４
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
五
木
の
友
」は
、人
吉
市
の
つ
ば
め
タ
ク
シ
ー

（
株
）
が
運
営
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
付
き
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
、
宿
泊
用
個
室
９
部
屋
、

浴
室
、
障
が
い
者
用
ト
イ
レ
な
ど
を
完
備
し
て

い
ま
す
。
定
員
は
25
名
で
、

通
い
を
中
心
に
施
設
内
で

の
介
護
や
訪
問
介
護
、
宿

泊
に
も
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
利
用
な
ど
詳
し
く

は
五
木
の
友
事
務
局
（
電

話
３
７

－

２
２
１
７
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村の話題

北社長以下スタッフの皆さん テープカット

コミュニティスペースでの団らん風景

五木村古文書勉強会

五
木
村
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
平
成
24
年
度

第
１
回
「
古
文
書
勉
強
会
」
が
４
月
14
日

（
土
）、
五
木
村
役
場
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
受
講
者
の
方
々
は
昨
年
度
に
続
き
、
熱
心
に
古

文
書
の
読
み
方
や
歴
史
等
に
つ
い
て
受
講
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

古
文
書
勉
強
会
は
月
２
回
、
嘱
託
職
員
の
小
郷
規

征
さ
ん
（
梶
原
）
と
、
相
良
古
文
書
研
究
会
の
方
を

講
師
に
、
五
木
村
の
旧
家
か
ら
見
つ
か
っ
た
江
戸
時

代
の
古
文
書
や
相
良
藩
の
記
録
を
読
み
解
き
五
木

村
や
相
良
藩
の
歴
史
を
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

古
文
書
勉
強
会
は
、
受
講
者
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
受
講
希
望
の
方
は
五
木
村
教
育
委
員
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

村の話題

優勝した鶴亀老人クラブＡチーム（写真左から羽手村余加
子さん、北原公子さん、堂坂快佐征さん、丸山サワ子さん、
川邉トミ子さん）
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役場関係のお知らせ役場関係のお知らせ

村の人事異動について　　　　　　　　　　（平成 24年４月１日付）

よろしくお願いします。

お世話になりました。

恒
つねまつ

松　ちひろ　氏
保健福祉課　駐在保健師
（熊本県派遣）

永
ながた

田　榮
えいこ

子　氏
前　保健福祉課
駐在保健師

大
おおむら

村　英
ふさ や

哉　氏
ふるさと振興課　課長補佐
（熊本県派遣）

永
ながた

田　健
けんご

吾　氏
前　ふるさと振興課

課長補佐

田
たなか

中　幸
こうせい

生　氏
農林課　駐在職員
（熊本県派遣）

井
いのうえ

上　雄
ゆうすけ

輔　氏
建設課　課長補佐
（国土交通省派遣）

金
かなみつ

光　剛
こうすけ

助　氏
前　農林課　駐在職員

松
まつがみ

上　詩
し ほ

歩　氏
保健福祉課　主事

　

四
月
か
ら
五
木
村
役
場
の
職
員
と
な
り

ま
し
た
松
上
詩
歩
と
申
し
ま
す
。
故
郷
で

あ
る
五
木
村
で
働
け
る
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
保
健
福
祉
課
の
所
属

と
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
か
ら
高
齢
者
全

て
の
方
が
、
住
み
よ
い
村
に
し
て
い
け
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
勉
強
し
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新

規

採

用

新

規

採

用

新

規

採

用

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

〜
五
木
村
の
皆
さ
ん

元
農
林
課
駐
在　

金
光
剛
助

　

五
木
村
に
来
た
時
は
五
十
歳
で
し
た
。

早
や
三
年
が
経
ち
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
異

動
の
宿
命
に
よ
り
、
と
う
と
う
去
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
的
に
五
十
歳
と
も
な
れ
ば
、
部
下

を
持
ち
職
場
の
大
半
は
知
っ
て
い
る
中
堅

職
員
で
す
が
、
あ
の
頃
、
一
人
と
し
て
知

人
が
居
な
い
職
場
と
住
民
の
中
に
飛
び
込

ん
だ
頃
の
不
安
さ
は
、
ま
る
で
新
採
職
員

の
心
細
さ
で
し
た
。

　

で
も
、
全
て
は
そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
人
も
地
理
も
何
も
知
ら
な
い
ひ
よ
っ

こ
が
、
今
無
事
に
任
期
を
終
え
る
事
が
出

来
る
の
は
、
ひ
と
え
に
五
木
村
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
見
守
り
と
、
ご
協
力
の
お
か
げ

で
す
。
本
当
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
三

年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

全
国
で
も
数
少
な
い
駐
在
職
員
に
は
そ

れ
ぞ
れ
使
命
が
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
わ
ず

か
数
年
の
任
期
で
そ
れ
に
向
か
う
の
は
不

安
ば
か
り
で
、
何
か
心
の
支
え
に
な
る
手

法
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

直
接
の
現
場
、
村
民
が
相
手
で
あ
る
私

の
中
で
反
芻
し
て
い
た
の
は
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
と
い
う
イ
ギ

リ
ス
の
哲
学
者
の
、『
①
普
通
の
教
師
は

た
だ
喋
る
。
②
良
い
教
師
は
説
明
す
る
。

③
優
れ
た
教
師
は
自
ら
や
っ
て
み
せ
る
。

④
し
か
し
偉
大
な
教
師
は
心
に
火
を
つ
け

る
。』
と
い
う
言
葉
で
し
た
。

　

山
間
地
で
狭
い
農
地
と
い
う
条
件
に
ケ

チ
を
言
っ
て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地

で
実
際
に
鍬
や
鋸
を
入
れ
て
生
き
て
い
る

の
は
目
の
前
に
接
す
る
人
た
ち
で
す
か

ら
、
目
指
す
は
④
の
人
で
し
た
。

　

し
か
し
、
私
の
仕
事
の
相
手
は
生
徒
や

学
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
は
や
人
格
が

固
ま
り
、
家
業
や
家
計
を
担
う
大
の
大
人

に
影
響
を
与
え
、
そ
の
人
が
自
ら
動
き
出

す
よ
う
に
働
き
か
け
る
事
は
、
非
常
に
難

し
い
事
で
す
。

　

こ
の
三
年
間
で
ど
れ
だ
け
の
人
に
火
を

点
け
る
事
が
出
来
た
の
か
？
果
た
し
て
お

役
に
立
て
た
の
か
？
自
問
す
れ
ば
疑
問
は

残
り
ま
す
。
仕
事
で
は
実
績
や
評
価
が
求

め
ら
れ
る
の
に
、
数
字
で
は
表
せ
な
い
人

の
変
化
は
自
分
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
こ
の
三
年
間
は
歳
を
忘
れ
、
初

心
に
帰
っ
て
自
ら
動
き
回
っ
た
事
で
、
忘

れ
か
け
た
も
の
を
取
り
戻
し
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
お
ま
け
に
単
身
赴
任
の
自
由

さ
で
、
た
く
さ
ん
の
方
と
知
り
合
い
に
な

り
、
懇
親
の
酒
も
た
く
さ
ん
飲
み
交
わ
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
職
員

生
活
の
中
で
最
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
事
が
出
来
た
と
い
う
喜
び
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
、

楽
し
い
五
木
村
駐
在
で
し
た
。
役
場
職
員

の
皆
様
、
五
木
村
民
の
皆
様
、
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

前
駐
在
職
員
・
金
光
さ
ん
か
ら
は
、

村
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

教職員異動のお知らせ

＜転出＞
小学校　兼田　博之（教諭）→球磨村立渡小学校
　　　　冨永　　隆（教諭）→錦町立一武小学校
　　　　和泉　祥江（講師）→錦町立西小学校
中学校　林田　敏裕（校長）→人吉市立西瀬小学校
　　　　鎗水　正美（教諭）→相良村立相良中学校
　　　　竹田紀久子（教諭）→相良村立相良中学校
　　　　東　　香織（教諭）→熊本市立飽田中学校
　　　　太田　哲郎（講師）　退職

＜転入＞
小学校　大園　敏男（教諭）←あさぎり町立免田小学校
　　　　福田　　蘭（教諭）←玉名市立築山小学校
　　　　栄村翔太郎（講師）　新任
　　　　山田　成代（東小支援員）
　　　　竹下　暁美（東小支援員）
　　　　佐野　貴志（東小支援員）
中学校　中村　絹子（校長）←人吉市立第一中学校
　　　　永井　秀美（教諭）←相良村立相良中学校
　　　　長野　祐一（教諭）←水上村立水上中学校
　　　　畑田　優実（教諭）←人吉市立第三中学校
　　　　橋本　勝彦（教諭）←多良木町立多良木中学校
　　　　野々脇惇二（講師）　新規

役場職員異動のお知らせ

【総務課】
◆情報企画係長　田山　直也（建設課建設水道係主査）
【保健福祉課】
◆福祉係長　　土肥　朋子（農林課農林振興係主査）
◆福祉係主事　山本　弘彦（総務課財政係主事）
【住民税務課】
◆住民税務課長　　黒木　一秀（会計管理者）
◆住民戸籍係主査　数山　美保（会計室出納係）
【農林課】
◆農林振興係主事　田中　聖子（保健福祉課福祉係主事）
【建設課】
◆建設水道係主事　大村　薫平（住民税務課住民戸籍係主事）
【会計室】
◆会計管理者　黒木　泰典（教育委員会社会教育係長）
◆出納係長　　大岩　留美（保健福祉課福祉係長）

五木村教育委員会からのお知らせ

　平成 20 年 4月から教育委員を務められた佐藤正忠
さん（頭地）の任期満了にともない、平成 24 年 4月
1日付で、豊原貴誠さん（下谷）が教育委員として就
任されました。
　また、教育委員長には平﨑 保さん（白水）が就任
されました。
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　五木村消防団では、新たに機能別団員という制度を設け、消防団員を募集することとなりました。

　この消防団員は、近年現役の消防団員が減少する中で、過去に消防団員で活躍された方を新たに機

能別団員として任用し協力していただける団員のことです。

　機能別団員の活動は、普通団員と違い、年末警戒などの火災予防や出初式などの礼式行事を免除し、

火災や風水害が発生した時のみの活動となります。（主に昼間の災害での活動となります。）

【本部分団】

　森屋一男・黒木泰典・竹村文秀

【第１分団】

　松井秀夫・川邉正美・上村栄光・寺田成男・吉松孝市

お問い合わせ先　五木村役場総務課まで　℡　37-2211・IP　2214

　
４
月
８
日（
日
）、役
場
に
お
い
て「
平
成
24
年
度
五
木
村

消
防
団
入
退
団
者
辞
令
交
付
式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

辻
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、入
団
者
を
代
表
し

て
、松
上
詩
歩
団
員
が
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。各
分
団
長
、

副
分
団
長
、指
導
員
ら
７
名
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た

後
、和
田
村
長
よ
り
式
辞
、辻
団
長
、倉
田
北
分
署
長
か
ら

訓
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
の
若
い
力
が
新
た
に
加
わ
り
、今
後
五
木
村

消
防
団
員
と
し
て
大
き
く
活
躍・貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

な
お
、入
退
団
者・表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

役場関係のお知らせ役場関係のお知らせ

五木村消防団組織図（基本団員）

（平成 24年４月１日現在　団員数 100名）

組織図

※平成 24 年４月より、旧第２分団が第２分団第１

部、旧第３分団が第２分団第２部、旧第４分団が

第３分団第１部、旧第５分団が第３分団第２部に

組織編成されました。

北分署
　分署長　倉田　茂昭

　ＴＥＬ３７－２１１９（火災・救急１１９番）

新入団員・表彰受賞者の皆様を囲んで

【
入
団
者
（
基
本
団
員
）】

　

本
部
女
性
消
防
員　

松
上　

詩
歩

【
五
木
村
長
表
彰
】

▽
感
謝
状
（
退
団
者
）

　

前
指
導
員　
　

新
坂　

英
二
（
本
部
分
団
）

　

前
班
長　
　
　

橋
本　

悦
治
（
第
二
分
団
）

　

前
副
分
団
長　

溝
脇　

幸
生
（
第
四
分
団
）

　

前
副
分
団
長　

山
口　
　

実
（
第
五
分
団
）

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

▽
勤
績
章
（
30
年
以
上
勤
続
団
員
）

　

分
団
長　
　

中
村　

弘
信
（
第
一
分
団
）

　

班
長　
　
　

中
村　

健
治
（
第
五
分
団
）

　

班
長　
　
　

嶽
坂　

淳
一
（
第
五
分
団
）

▽
精
績
章
（
25
年
以
上
勤
続
分
団
長
）

　

分
団
長　
　

中
村　

弘
信
（
第
一
分
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
旧
所
属
・
階
級
で
表
示

消
防
入
退
団
辞
令
交
付
式

消
防
入
退
団
辞
令
交
付
式

消
防
入
退
団
辞
令
交
付
式

五木駐在所異動のお知らせ

　平成 24 年３月 21 日より、藤山三郎巡査部長の後

任として、大津警察署より口元倫太郎巡査長が赴任

しましたので、よろしくお願いします。

口
くちもと

元　倫
りんたろう

太郎　氏

機能別消防団員を募集します！

～機能別団員の補償と手当について～

　補償においては、通常団員と同じ消防団員等公務災害補償制度が適用されます。

退職時には通常団員と同様に退職金が支給されます。（５年以上の勤続が必要）手

当等については、年額報酬 16,000 円の報酬、消防団活性化助成金 10,000 円、出

動費（1,800 円／回）が普通団員と同様支給されます。また、機能別団員用のハッ

ピ、活動服、ヘルメットが村より貸与されます。

本部

指導員

本部分団

第１分団

第２分団
１部

１部

２部

２部
第３分団

女性消防員

【第２分団（１部）】

　谷口公一・土屋義道

【第２分団（２部）】

　藤本介良・山田芳明
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役場関係のお知らせ役場関係のお知らせ

人権擁護委員制度を
御存じですか。

　６月１日は、人権擁護委員法が施行さ
れた日です。
　全国人権擁護委員連合会では、６月１
日を「人権擁護委員の日」と定め、この
日を中心として皆さんとともに一層の人
権尊重思想の啓発に努めることを申し合
わせております。
　五木村では、下記の方が法務大臣より
人権擁護委員として委嘱されています。

住所　五木村甲 2672-6

氏名　辻　篤子

TEL　３７－２８８０

相談は無料で、秘密は守られます。お気
軽にご相談ください。

自動車税についてのお知らせ
【自動車税の納付は５月 31日までに】
　自動車税の納税通知書を５月初めにお送りしています。
　納付期限の５月 31日（木）までに、最寄りの金融機関
やコンビニエンスストア、県地域振興局税務課、熊本県
税事務所、自動車税事務所で納めていただきますようお
願いします。

【環境への配慮から自動車税の税額が増減されます】
　環境への配慮から、排気ガスや燃費性能が優れた環境負荷の小さい自動車（新
車）は登録の翌年度の自動車税が軽減され、一定年数を経過した環境負荷の大
きい自動車は自動車税が加算されます。

※平成 24年度に自動車税が加算（約 10％）される自動車
　・ガソリン・ＬＰＧ車　平成11年３月 31日以前の登録のもの
　・ディーゼル車　　　　平成13年３月 31日以前の登録のもの
【お問い合わせ先】
　熊本県球磨地域振興局　税務課
　　　電話　0966-24-5793　　FAX　0966-24-7798
　　　電子メール　kusouzeimu@pref.kumamoto.lg.jp

無料法律相談会開催場所等一覧
開催地区 日　　　時 場　　　　所 弁護士による

法律相談の有無
熊本地区 ５月 15日（火）

午前 10時～午後３時
（受付午後２時 30分まで）

熊本市手取本町８番９号くまもと県民交
流館パレア会議室１（鶴屋新館９階）
問合せ：熊本家庭裁判所総務課
℡ 096-206-5147

有

八代地区 ５月 14日（月）
午前 10時～午後３時

八代市西松江城町 1-41
熊本地方・家庭裁判所八代支部
℡ 0965-32-2175

有

人吉地区 ５月 16日（水）
午前 10時～午後３時

人吉市寺町１番地
熊本地方・家庭裁判所人吉支部
℡ 0966-23-4855

有

※金銭、土地、家庭問題等に関する申立手続きについては裁判所の職員が、登記、人権問
題等に関する手続については法務局の職員がそれぞれ応じ、弁護士が同相談会に参加
する地域においては、手続相談のみでなく各種法律相談についても弁護士が応じます。

※予約の必要はありません。
※お問い合わせは、各地の裁判所へお願いします。

2008　ACKc
ロアッソ熊本情報

「大人のサッカー教室」受講生募集！
　ロアッソ熊本では、今シーズンも「おとなのサッカー教室」を開講いたします。運
動不足解消などを目的に、気軽に楽しめるサッカーを通じた健康プログラムです。
受講生募集の概要は下記の通りです。一緒にサッカーを楽しみませんか？
〔対象・募集定員〕
・水曜日コース：入講時18歳以上30歳未満の男女　25名
・木曜日コース：入講時30歳以上56歳未満の成人男女　25名

〔場所〕
　フットサルパーク熊本
 　（熊本県菊池郡菊陽町原水 5599-5 TEL:096-233-5512）
〔トレーニング内容〕
サッカーの基礎技術からゲームまで楽しめるトレーニング内
容となっています。

〔申込方法〕
専用申込書をダウンロードし必要事項をご記入の上、郵送又は
FAX にてお申込ください。※申込書のダウンロード先はコチラ
→http://roasso-k.com/otona_outline.htm

２０１２　JリーグDivision２ロアッソ熊本試合日程

問い合わせは（株）アスリートクラブ熊本☎096-283-1200
ロアッソ熊本オフィシャルWEBサイト

http://roasso-k.com/

5月  3日（木・祝）１3：００ vs東京ヴェルディ（KKWING）

5月  6日（日）　 １3：００ vs徳島ヴォルティス（鳴門・大塚スポーツパークポカリス
エットスタジアム）

5月13日（日）　 １6：００ vsヴァンフォーレ甲府（KKWING）

5月20日（日）　 １6：００ vsジェフユナイテッド千葉（フクダ電子アリーナ）

5月27日（日）　 １6：００ vsモンテディオ山形（KKWING）

6月  2日（土）　 １6：００ vs横浜ＦＣ（ニッパツ三ツ沢公園球技場）

6月  7日（木）　 １9：００ vs水戸ホーリーホック（KKWING）

6月13日（水）　 １9：００ vsザスパ草津（正田醤油スタジアム群馬）

6月17日（日）　 １9：００ vsギラヴァンツ北九州（KKWING）

6月24日（日）　 １8：００ vsカターレ富山（富山県総合運動公園陸上競技場）

※試合日程は変更になる場合があります。

平成24年度から
電動カート貸出を
はじめました

　利用対象者は、65歳以上か、下肢障がい
３級以上で村内での移動に困っている方。
　歩行者と同じく右側走行で運転免許は不
要です。

利用料は、月額３千円です

（利用料には、賠償責任保険と搭乗者傷害
保険が含まれています）

お問い合わせ先：
　　　　五木村役場保健福祉課まで
　　　　　　　　　℡37-2214・ＩＰ2214

障がいのある人もない人も
共に生きる熊本づくり条例が
全面施行されました。

【4月 1日全面施行】
　この条例は、障がいのある人に対する県民の
皆さんの理解を深め、障がいのある人の権利を
擁護するための施策を推進することを目的とし
たもので、障がいのある人の権利擁護や差別禁
止に関する条例としては、全国の都道府県で４
番目となっています。

【条例の４つのポイント】
　この条例の特徴として以下の４点があります。
①県民の障がいのある人に対する不利益取扱
いの防止を図るため、何が不利益取扱いに
あたるかの「ものさし」を示したこと。
②社会的障壁の除去のための「合理的配慮」
を求める規定を設けたこと。
③不利益取扱い、合理的配慮又は虐待に関す
る地域相談員や広域専門相談員の配置によ
る「相談体制」、不利益取扱いに関する「個
別事案解決の仕組み」を設けたこと。
④障がいのある人に対する県民の理解を深め
るための啓発活動の推進、障がいのある人
とない人の交流の機会の提供等の措置を講
ずる規定を設けたこと。

【お問い合わせ先】
　熊本県健康福祉部子ども・障がい福祉局
　　障がい者支援課
　　　電話　096-333-2236（直通）
　　　FAX　096-383-1739
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※都合により変更となる場合があります。

１２日（土）

２０日（日）
２４日（木）
２７日（日）

第４回五木のふるさと新緑祭り
　　　　　　　  　（～１３日（日））
五木中学校・人吉高校五木分校合同体育大会
狂犬病予防注射　  （～２５日（金））
スポレクフェア

行事のお知らせ５月

２０日（水） いきいき大学開講式

６月

平成 24年度熊本県職員・
警察官採用試験のご案内

試験の名称 募集職種 受験資格
年齢は平成25年 4月 1日現在 受付期間

第1次試験
試験日／試験内容／

合格発表

職
員
採
用
試
験

大卒程度 行政・警察行
政・教育行政・
一般土木・農
業 土 木・ 建
築、機械・電
気、化学・農
学、林学・畜産、
水産・管理栄
養士・保健師・
薬剤師

次のいずれかに該当する方
●22歳～ 29歳の方（薬剤師以外の職）
　昭和58年４月２日～平成３年４月１日生
●24歳～ 29歳の方 ( 薬剤師）
　昭和58年４月２日～平成元年４月１日生
●平成３年４月２日以降に生まれた方（薬剤師に
ついては、平成元年４月２日以降に生まれた方）
で、学校教育法による大学（短期大学を除く。）
を卒業又は平成25年３月末までに卒業見込みの
方（人事委員会が同等の資格があると認める方
を含む。）

５月７日（月）
～25日（金）

６月24日（日）
教養試験・専門試験・
論文試験

６月下旬

行政・一般土
木・農学

（民間企業等経験者対象）
次のいずれにも該当する方
● 59歳までの方（昭和 28年４月２日以降に生ま
れた方）
●民間企業等における職務経験年数が受験申込日
直近７年間のうち通算４年以上ある方（公務員
であった期間は、職務経験に含まない。）

５月７日（月）
～25日（金）

６月24日（日）
教養試験（全職種）・論
文試験（行政）・専門試
験（技術系）

７月中旬

短大卒程度 学校図書館事務 ● 20歳～ 29歳の方（昭和 58年４月２日～平成
５年４月１日生）

８月６日（月）
～24日（金）

９月23日（日）
教養試験・専門試験

10月上旬
高卒程度 一般事務・警

察事務・教育
事務・一般土
木・農業土木

● 18歳～ 21歳の方（平成３年４月２日～平成７
年４月１日生）
　ただし、学校教育法による大学（短期大学を除
く。）を卒業又は平成 25年３月末までに卒業見
込みの方（人事委員会が同等の資格があると認
める方を含む。）を除く。

８月６日（月）
～24日（金）

９月23日（日）
教養試験（全職種）・適
性試験（事務系）・専門
試験（技術系）

10月上旬

警
察
官
採
用
試
験

警察官Ａ 男性・女性 次のいずれにも該当する方
● 32歳までの方（昭和 55年４月２日以降に生ま
れた方）
●学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒
業又は平成 25 年３月末までに卒業見込みの方
（人事委員会が同等の資格があると認める方を含
む。）

５月７日（月）
～25日（金）

７月８日（日）
教養試験・論文試験

７月中旬

警察官Ｂ 男性・女性 次のいずれにも該当する方
● 18歳～ 27歳の方（昭和 60年４月２日～平成
７年４月１日生）
●警察官Ａの学歴要件に該当しない方

８月６日（月）
～24日（金）

10月 14日（日）
教養試験・作文試験

10月下旬

身体障がい者を対象とする
職員採用選考試験

次の（１）～（３）全てに該当する方
（１）18 歳～ 31 歳の方（昭和 56 年４月２日～
平成７年４月１日生）（２）身体障害者福祉法第
15条に定める身体障害者手帳の交付を受けてい
る方（３）通勤ができ、かつ、介護者なしに職
務の遂行が可能な方

８月６日（月）
～24日（金）

10月 21日（日）
教養試験・作文試験

11月上旬

※職種によっては、資格・免許が必要なものがあります。受験資格については、必ず「試験案内・受験申込書」で確認して
ください。

お問い合わせ先
　熊本県人事委員会事務局総務課　〒８６２－８５７０　熊本市中央区水前寺６－１８－１
　ＴＥＬ：０９６－３３３－２７３３
　ＨＰ「熊本県職員採用案内」http://www.pref.kumamoto.jp/site/saiyo/
　　（「試験案内・受験申込書」のダウンロードやインターネットによる受験申込ができます。）

家事問題相談会
『養育費を払ってくれない』『離婚したい』

『離婚後に子供に会えるの？』『彼氏の暴力がひどい』
　熊本県青年司法書士会で、離婚・ＤＶ問題の無料相
談会を開催します。
　離婚（離婚したい、夫婦関係を円満にしたい、離婚
に伴う財産分与・養育費・親権・面接交渉権・年金分
割）や、配偶者や交際相手から受ける身体的・精神的・
経済的な暴力に関する法的問題について無料でご相談
をお受けします。
　ご予約は不要です。お気軽にご相談下さい。
●日時　平成 24年６月 23日　午前 10時～午後４時
●面接でのご相談　熊本県司法書士会館２階
　熊本市中央区大江４丁目４番 34号
●電話でのご相談　096-364-0800
●主催　熊本県青年司法書士会
●後援　熊本県司法書士会
●相談料　無料
●お問合せ先　司法書士　杉水　沙奈映
　　　　　　　　　　　　℡ 096-294-9301
　　　　　　　司法書士　松江　美佳
　　　　　　　　　　　　℡ 096-363-6555

『九州山地の森を知ろう』
１　開催日　　　平成24年５月26日（土）～27日（日）
２　実施会場　　九州大学宮崎演習林
　　　　　　　　（宮崎県東臼杵郡椎葉村大字大河内949）
３　募集対象者　一般市民
４　募集人員　　20名程度（応募多数の場合は、初参加の
　　　　　　　　方を優先して抽選となります。抽選の結
　　　　　　　　果は、１週間を目処にお知らせします。）
５　必要経費　　１名につき講習料、宿泊料（１泊）・食
　　　　　　　　事代（３食分）、保険料等として5,000
　　　　　　　　円の負担となります。
６　申込方法　　往復ハガキに住所・氏名・年齢・電話番
　　　　　　　　号・性別をご記入のうえ申込ください。
７　申込先　　　〒883-0402　宮崎県東臼杵郡椎葉村大
　　　　　　　　字大河内949
　　　　　　　　九州大学宮崎演習林　電話0983-38-1116
　　　　　　　　URL：//www.forest.kyushu-u.ac.jp/miyazaki/index.php
８　募集期間　　平成24年４月13日（金）～
　　　　　　　　　　　　　　　　　５月14日（月）必着
９　講座内容　　５月26日（土）
　　　　　　　　演習林事務所集合　　13：00
　　　　　　　　開講式・講義・実習　13：30～17：30
　　　　　　　　５月27日（日）
　　　　　　　　実習　　　　　　　　  9：00～15：00
　　　　　　　　質疑・応答・閉講式　15：00～15：30
10　協賛　　　　高橋酒造株式会社
11　その他　　　２日間講座を受けられた方には、修了証
　　　　　　　　を授与します。なお、実習では山を散策
　　　　　　　　しますので、スニーカー・雨具・軍手・
　　　　　　　　帽子等をご用意ください。
　　　　　　　　宮崎演習林事務所集合、解散となります。




